
仕 様 書 

調達物品の名称 

及び数量 
免疫発光測定装置（ルミパルス G1200 Plus）一式 

納期 2026年 3月 31日 

納入場所 

〒732-0815 広島県広島市南区比治山公園 5番 2号 

公益財団法人放射線影響研究所 

TEL:082-261-3131   FAX:082-261-3135 

項 目 要   求   仕   様 

1．調達物品の構成内

容 

1.1 調達物品の構成内容 

免疫発光測定装置 1台 

操作用 PC、プリンター、無停電装置より構成され、免疫検査項目の測

定を行う装置・器具である。 

  （搬入、据付、配線、調整、および既存装置の解体作業を含む） 

 

（内訳） 

 1 免疫発光測定装置 1台 

2 操作用 PC （分析装置に適合したもの） 1台 

3 プリンター（分析装置に適合したもの） 1台 

 4 無停電装置（分析装置に適合したもの）1台 

5 その他付属品一式 

2．免疫発光測定装置

本体 

2.1 装置・処理能力・性能 

2.1.1  測定原理は化学発光法を原理とし、化学発光酵素免疫測定法を

用いて高感度に測定できること。 

2.1.2  全項目の反応時間は 30分以内であること。 

2.1.3  検体処理能力は最大 120テスト/時間以上であること。 

2.1.4  同時分析項目数は 24項目以上であること。 

2.1.5  検体サンプリング方式は、検体間を汚染させないディスポーザブ

ルチップ方式であること。 

2.1.6  検体サンプリング時、検体量不足や検体詰まりを自動で検知する

機能を有すること。 

2.1.7  検体自動希釈機能を有していること。 

2.1.8  分析方式はランダムアクセス方式であること。 

2.1.9  測定試薬を装置内に冷蔵で保存する機能を有すること。 

2.1.10 メンテナンス画面を含む全ての操作画面は日本語によるタッチパ

ネル方式であること。 

2.1.11 測定で使用する項目試薬は無駄なく使え、ロスの少ないモノテス

トタイプ試薬であり、50テスト包装以内であること。 

2.1.12 分析中での試薬及び消耗品の交換・補充が可能であること。 

2.1.13 廃液は自動排水が可能であること。 

2.1.14 洗浄液は分析中の補充が可能であること。 

2.1.15 緊急検体は優先的に測定可能な機能を有すること。 

2.1.16 装置が分析稼働中でも試薬を追加補充できること。 

2.1.17 現在の採用項目「HBs 抗原、HCV 抗体、HBe 抗原、HBe 抗体、
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HBs抗体,HBc抗体、PSA、フェリチン」が測定できること。 

2.1.18 HBs抗原は 0.005IU/mL まで測定できる高感度であること。 

2.1.19 HBc抗体は高力価判定が可能であること。 

2.1.20 測定値の継続性を担保するために定量項目の相関は傾き 0.9～

1.1の範囲内になること。 

2.1.21 装置に保冷機能を有しており、試薬搭載後も試薬の有効期間が

そのまま有効であること。 

 

2.2 機構 

2.2.1 納入品は既存の臨床検査情報処理システム Lavolute8(日立)と接

続できること。 

2.2.2 納入品は臨床検査情報処理システム Lavolute8(日立)のオンライン

に必要な LAN等のインターフェースを装備していること。 

3．周辺部品 3.1 周辺 PC装置 

3.1.1 納入時におけるハードウェアおよびソフトウェアは、装置に適した最

新バージョンで提供されること。 

3.1.2 調達物品と同一型番のソフトウェアバージョンアップに関して、１年

以内は無償で提供すること。 

3.1.3 ソフトウェアの円滑な運用を実現するための技術的な支援を行える

体制を有すること。 

3.1.4 本装置を使用する上で必要な日本語版取扱説明書（本体、ソフトウ

エア、付属品含む）を付属すること。 

 

3.2 プリンター 

3.2.1プリンターは A4普通紙に印字可能なプリンターであること。 

 

3.3無停電装置 

3.3.1 無停電装置とは免疫発光測定装置に接続し、施設の停電時に装

置やシステムの急停止を防止する、適した装置であること。 

3.3.2 瞬時停電時においても安定した電源を供給し、停電時には 10 分

以上の電源の供給が可能であること。 

4．電源 4.1単相 AC 100-240V±10%であること。 

5．保守体制等 5.1保守体制 

5.1.1 通常の使用で発生した故障の修理及び定期的保守点検を実施で

きる体制であること。 

5.1.2 装置の運用を円滑に実現するための技術的サポート体制が整備

されていること。 

5.1.3 広島市内に保守体制の拠点を有していること。 

5.1.4 保守対応時間は9時から17時30分までの業務時間内であること。 

 

5.2保証期間 

5.2.1 納入検査確認後１年間は、通常の使用により故障した場合の無償

修理に応じること。 

6．その他 6.1各設置に伴う工事についてはすべて落札者の負担で行うこと。 

6.2 設置作業は納入予定日、作業予定期間を事前に本施設職員と打ち

合わせ、そのスケジュールに従い完了すること。 

6.3指定の場所までの搬入経路を確認の上、搬入、据付を行うこと。 

6.4 装置の搬入、据付、配線、調整、接続、既存装置の解体作業、引取



 

については、本施設の業務に支障をきたさないよう、本施設の職員と

協議の上、その指示に従うこと。 

6.5 落札者の負担で既存の臨床検査情報処理システム Lavolute8/日立

とのオンライン接続を行い、データ通信テスト等を実施すること。 

6.6 落札者の負担で装置設置後は、基礎的検討測定（日内再現性およ

び日差再現性など）を行い、臨床的に十分な測定結果が出力できる

まで細部にわたって調整作業を行うこと。 

6.7 装置落札者の負担で調整後に既存装置との相関検討を行うこと。 

6.8  調整、動作性能確認、取扱説明を行った上で引き渡し及び検収と

すること。 

6.9  既存装置の廃棄を行うため解体（装置液抜、電源・配管取外し、消

毒、運搬用固定養生作業）を行うこと。解体費用を含むこと。 

6.10装置導入後に装置利用者 2名以上を対象とした日常操作および保

守に関する詳細な技術研修を設置場所にて最低１回無償で実施

すること。 

6.11 本体、その他の周辺装置部品等については、新品かつ未使用であ

ること。 

6.12 本分析装置は、薬機法に定められている製造の承認を得ているこ

と。 


